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農業に女性の力を！

頑張っています 農業委員会 女性委員
全国で女性の農業委員・農地利用最適化推進委員（推進委員）が活躍しています。

指宿市では，現在，3名の女性委員が日々活動に励んでいます！

前田 真津美 農業委員（山川岡児ケ水）
✒＜委員から一言 ＞

「農業委員って何？」から始まり，推進委員を経て，現在は農業委員
となり，その仕事の大切さが身に染みて分かるようになりました。先祖
代々の畑を遊休農地にしないように，また，農家の方のお悩み解決に繋
がるならと，自分自身が動き行政とのパイプ役となれるよう日々奮闘
しています。
特に力を入れたい事は，農家の女性のためのお手伝いができたらと

考えています。そのためにも女性委員が一人でも多いと，色々な場面で
話し合い，考え方を学び，前進できるのではないかと思います。ご家族
のご理解とご協力を得られる女性の皆さん，私たちと一緒に活動しま
せんか？

川畑 ゆりえ 農業委員（開聞十町）
✒＜委員から一言 ＞

「農業委員会」という名前しか知らず，その内容を分からないまま委員
を引き受けましたが，１回目の会議で「しまった！」と思いました。高齢
化が進み担い手不足となった現代の農村，雑草や雑木林に覆われた畑，そ
れらは時代の流れだと見過ごしていました。しかし，会議に出席し，この
問題に真摯に取り組む委員の皆さんを見て，ここが農業の最後の砦だと感
じました。
私たち母親は仕事をし，子育てもしてきました。しかし，その中で私自
身も含め，子どもたちを故郷に残そうと子育てをしたかというと，そのよ
うな考えは毛頭無かった気がします。今，学校ではＪＡとの連携した取り
組みの中で，農業者とのふれあい体験が行われています。私たちは，その
先の将来に向けて，農地を確保し，農作物を提供できる喜びなどを示すこ
とが大事だなと思うこの頃です。
女性委員として何を期待されているのかまだ分かりませんが，多種多様
に活動できる存在となっていけたらいいなと感じています。女性の皆さ
ん，堅く考えず，気持ちを軽くして一緒に活動してみませんか？皆で動け
ば何かが変わるかもしれません。

塚田 幸美 推進委員（開聞川尻）
✒＜委員から一言 ＞

農地利用最適化推進委員になって２期目になりました。農業経営を始め
て９年目になりますが，当初は知識も農機具もなく，農地をどのように探
し，どのように借りるかも知りませんでした。雑木の生えた荒廃農地を見
つけては集落長さんに地主さんを尋ね，整地し，耕作地を広げてきました。
荒廃農地を１ｈａほど開拓した後，地域に農業委員・推進委員の方がい
ることを知り，相談したところ，たくさんの協力をいただき助けてもらい
ました。そのような経緯から，私も推進委員となった今，新規就農者の相
談や農地情報の提供，農業経営や栽培に関する相談など，農家さんの力に
なれるよう委員を続けていきたいと思います。
まだまだ勉強不足で分からない事も多々ありますが，先輩委員の皆さん
から助言をもらいながら学んでいきたいです。

地域の農家さんと交流する
川畑ゆりえ委員（右）

委員の任期は３年間（現委員の任期：令和６年７月１９日まで）です。
新たな委員の募集を１年後（令和６年２月）に行います。
女性の皆さん，一緒に活動してみませんか？
詳しい活動内容については，農業委員会事務局までお問い合わせください。



農業委員会では，市民の皆様に農作業を通じて農業への理解を深めていただくために，
「ファミリー農園」の仲介及びあっせんを行っています。入園は申込順となりますので，
入園ご希望の方は，お早目に農業委員会事務局までご連絡ください。

●農園所在地 指宿市十二町字山王平３４６４番１
（「国立病院前」交差点を鹿児島市方面へ約２００ｍ左側 国道沿い）

●農 園 面 積 １区画約３０㎡
●入 園 期 間 令和５年４月１日～令和６年３月 31日（再入園も可）
●入 園 料 年間１，０００円（１区画）

所 在
地 目

面積(㎡) 希望内容
登記 現況

山川岡児ケ水字大原 畑 畑 776 売渡

山川岡児ケ水字桃木迫 畑 畑 779 売渡

山川岡児ケ水字完穴 畑 畑 2,183 売渡

開聞十町字瀬戸頭 畑 畑 641 売渡

農用地あっせん情報 令和５年１月２５日委員会承認

【お問い合わせ先】 農業委員会事務局 TEL ２２－２１１１

（内線７２１,７２２,７２３）

※農地を買う場合は，認定農業者，認定新規就農者等が優先されます。

※詳しくは，お近くの農業委員，農地利用最適化推進委員又は農業委員会事務局へお問い合わせ

ください。

「ファミリー農園」入園者を募集します！

農地の適正な管理について

農地を耕作している農家の皆さんへお願いです。

農地法では，全ての農地がいつでも効率的に耕作できるように，適正な管理について

定められています。耕作者の皆さんは，次の点に十分ご留意くださるようお願いします。

・田畑や土手の草払いは定期的に行いましょう。

・ビニールや肥料の空き袋などは，飛散しないように，放置せず処分しましょう。

処分にあたっては，地域の農業用廃ポリ・廃ビニール収集日に持ち込むなど，

「産業廃棄物」として適正に処理しましょう。

農地を借りて耕作している人は，

農地の貸主や周囲の畑等に迷惑をかけないように，

しっかり管理しましょう！


